
今月の写真：京都周辺にて 
平等院鳳凰堂、二条城 
金閣寺、散策道、銀閣寺 
下鴨神社、上賀茂神社 

photo by Yoko Kadota 



今月の写真 ～Kadota-office staffs が贈る季節の風景 

（最近、古い話が多くて申し訳ありません･･写真がネタ切れで過

去に遡る傾向にあります…言い訳デス。）４年前、司法書士会の
全国研修が京都で開催されるということで、私も遅い夏休
みを頂き、司法書士の門田と晩夏の京都にでかけました。
中学校の修学旅行以来の京都でしたので、（研修で缶詰とな
る門田を見送り^^）一人でのんびりと私の大好きな世界
～平安時代の美しい世界（「源氏物語」の風景）を求めて～
一日は、朝「二条城」を見学後、「上賀茂神社」まで北上し、
「下鴨神社」「銀閣寺」「哲学の道」を歩きました。自然の
中に馴染む色～洗練された建物、見事に配された木々、
鳥居、石碑等の調和～は、殊に素晴らしく心に染みました。
上賀茂神社ではほんの少し紅葉が始まっており、最高の景
色でした。いつか目前で“葵祭”を見たいと思っています。

 

 
 

労災が急増しています！ 
 

◆最近の事故例◆ 

 

☆月◎日：会社のレイアウト変更で金庫を運ぼうとして 

     腰を痛めた。（休業＋通院） 

 

※月◇日：割れたガラス、食器等で手を切った。 

     （複数件あり） 

 

○月＊日：台から落ちた、棚とともに転んだ。 

     （複数件あり） 

      

□月＃日：通勤途上に交通事故に遭った。（複数件あり）

 

◆原因は？◆ 

※集中力の低下・猛暑による疲れ…等？ 

 

ほとんどの場合、本人は事故の瞬間のことを 

はっきりと覚えていません!!! 

 

言えることは・・・ 

☆危険な現場での事故はありません。 

☆業務に就いて間もない方、長く従事している方を問いません。

 

不安全な状況＋不安全な行動＝事故発生!! 
 

◆もう一度、現場の見直しをお願いします！◆ 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
   ○作業中はわき見をしない。 
   ○かっこいいスタイルより、安全な服装で。 
     ～作業服、履物、帽子、手袋、靴・・ 
   ○後片付けはしっかりと。 

新しい年金制度の行方は？ 
 

◆不安・不信は払拭されるか？◆ 
政府内に設置されている「新年金制度に関する検
討会」では、６月下旬に新しい年金制度に関する
７項目の基本原則を発表しました。 
年金制度に対する国民の不安感・不信感が増す中、
どのような制度を作り上げていくのでしょうか。 

 
◆示された７つの原則◆ 

上記の検討会が示した７つの原則は、次の通りで
す。政府は、2013 年に関連法案を国会に提出し、
2014 年度以降の導入を目指すとしています。 

 
（１） 年金制度の一元化 
（２） 最低保障年金の導入 
（３） 負担と給付の関係の明確化 
（４） 持続可能な制度の構築 
（５） 年金記録の確実な管理・チェック 
（６） 未納・未加入ゼロ 
（７） 国民的議論による制度の設計 

 
◆「年金制度の一元化」と「最低保障年金の導入」◆ 

新制度の大きな柱は、「年金制度の一元化」と「最
低保障年金の導入」です。これらは昨年８月に行
われた衆議院選挙における民主党のマニフェスト
にも示されていました。 
このときのマニフェストによれば、「年金制度の一
元化」とは、すべての人が同じ年金制度に加入し、
職業が変わっても面倒な手続きが不要となるよう
に、年金制度を例外なく一元化することであり、
「最低保障年金の導入」とは、消費税を財源とし、
すべての人が７万円以上（減額の場合あり）の年
金を受け取れるようにすることです。 

 
◆国民が納得できる制度を◆ 

先頃行われた参議院選挙で民主党が敗れ、「国会の
ねじれ現象」が生じたため、法案作成の先行きは
非常に不透明だともいえます。しかし今後、‘国民
の将来の生活保障のため’に ‘どうあるべきか’
‘そのためにどうするべきか’という視点で議論
が重ねられ、多くの国民が納得できる新しい年金
制度が構築されていかなければなりません。 
少なくとも、ここまで本格的に問題点が指摘され、
新しい形にもっていく議論は初めてなのですか
ら。前向き・建設的な議論を心から望みます。 
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